
昭和の森ビオトープ 

田んぼ 稲刈り 

武田 宏子（千葉市） 

日 時：2021年 9月 10日（金） 10時～13時 30分 天気：晴れ 

場 所：昭和の森ビオトープ（下夕田池手前） 

参加者：ビオトープ会員 13名（内 6名協議会会員） 

昭和の森ビオトープ田んぼの稲刈りが予定日雨天の為、翌日に実施されました。当日

は晴天、稲刈り前の田んぼは早くもヒガンバナが咲き、トンボ、バッタやカエル等の楽

園となっていました。稲刈り前に、コロナ非常事態宣言下で親子田んぼ教室稲刈中止の

ため、親子田んぼの稲刈もすること、密を避けるため一人で１枚の田んぼの稲を刈るこ

と、刈った稲は 10束でひとまとめに束ねること、水分補給の休憩は時間を決めて行わず、

各自でなどを皆に伝えて稲刈りが始まりました。 

昨日までの雨で、田んぼは泥深く、歩いて畦に刈った稲を持っていく作業は一苦労。

しかも、気温が急上昇。マスクをしての作業は、息苦しく大変でした。稲を鎌で刈る音

はザクッザクッと小気味よく、「ストレス解消になるね」という声も。稲を刈る。束ね

る。束ねた稲をおだまで運び、かける。昔の農家の人の大変さがよくわかりました。 

結局、１時半過ぎまでかかってしまいました。稲束は 450束近くもありました。 

綺麗に刈られた田んぼと稲がかけられたおだの竿の先にはノシメトンボ、そして、 

案山子・・・懐かしい故郷の原風景に心が和みました(^-^) 


